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平
成

年
度
新
規
事
業

23

住
宅
改
修
事
業
補
助
金

最
大

万
円
を
助
成

２０

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
快
適

な
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

町
内
建
設
業
の
振
興
や
雇
用
の
安

定
を
図
る
た
め
、
住
宅
改
修
事
業

補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
補
助
対
象
】

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

場
合
と
な
り
ま
す
。

○
町
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
を

し
、
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
に

現
在
居
住
し
て
い
る
方

○
住
宅
の
所
有
者
お
よ
び
同
一
世

帯
に
属
す
る
方
全
員
が
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
建
築
基
準
法
を
順
守
し
た
住
宅

○
町
内
施
工
業
者
が
行
う
事
業

○
改
修
に
要
す
る
費
用
が

万
円

１０

以
上
の
事
業

○
平
成

年
３
月

日
ま
で
に
完

２４

１０

了
す
る
事
業

※
こ
の
補
助
制
度
は
、
同
一
住
居

お
よ
び
同
一
人
に
つ
い
て
１
回
限

り
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

工
事
費
の

舒
以
内

２０

（
限
度
額

万
円
）

２０

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
】

○
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け

る
事
業
（
交
付
金
額
を
超
え
る

工
事
費
に
つ
い
て
は
対
象
）

○
電
化
製
品
の
購
入
に
伴
う
取
り

付
け
だ
け
を
行
う
事
業

【
注
意
事
項
】

○
申
請
前
に
工
事
に
着
手
す
る
と

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
建
築
基
準
法
な
ど
の
申
請
が
必

要
な
場
合
は
、
別
途
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
例
】

い
ず
れ
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
も
、

事
業
着
手
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

住住住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業

住住
宅
リ
フ
ォ
ー

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ムム

助
成
事

助
成
事
業業

工事例その陰

屋根の葺き替え工事

１００万円の場合

１００万円×２０％

補助金額 ２０万円

住
宅
改
修
事
業
を
行
う
に
は
、

施
工
業
者
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

補
助
金
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
が
登

録
さ
れ
て
い
る
法
人
お
よ
び
町
に

納
税
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人
事

業
者
の
方

※
改
修
工
事
を
他
の
業
者
に
す
べ

て
委
託
す
る
場
合
は
、
対
象
業

者
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
登
録
申
請
に
必
要
な
書
類
】

○
法
人
登
録
全
部
事
項
証
明
書

（
個
人
事
業
主
の
方
は
住
民
票
）

○
町
税
完
納
証
明
書

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

町
で
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
促
進
し
、
地
球
環
境
へ

の
負
荷
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住

宅
用
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
】

○
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆

潮
流
の
あ
る
系
統
連
結
を
し
て

い
る
こ
と

○
太
陽
電
池
容
量
（
日
本
工
業
規

格
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
太

陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出

力
の
合
計
値
）
が

キ
ロ
ワ
ッ

10

ト
未
満
で
あ
る
こ
と

○
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と

○
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

【
補
助
対
象
】

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

場
合
と
な
り
ま
す
。

○
町
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方

○
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
（
店
舗

併
用
住
宅
を
含
む
）
ま
た
は
新

築
す
る
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

○
住
宅
の
所
有
者
お
よ
び
同
一
世

工事例その隠

他の補助金と併用する場合

（１２０万円－２０万円）×２０％

補助金額 ２０万円

（総工事費120万円のうち、他の補助制度

を利用して20万円を受け取る場合）

施
工
業
者
の
方
へ

帯
に
属
す
る
方
全
員
が
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
補
助
金
額
】

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
最
大
出
力
の
値
に
５
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
。（
限
度
額

万
２０

円
、
１,

０
０
０
円
未
満
の
端
数

が
生
じ
た
と
き
は
切
り
捨
て
）

【
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
】

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
太

陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
太

陽
電
池
が
発
電
し
た
電
力
に
よ
り
、

家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品

に
電
気
を
供
給
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
は
、

発
電
電
力
が
消
費
電
力
を
上
回
っ

た
場
合
は
、
電
力
会
社
へ
電
気
を

買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
反
対
に
発
電
し
た
電
力
で

は
足
り
な
い
時
や
夜
間
な
ど
は
、

従
来
通
り
電
力
会
社
の
電
気
を
使

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

（
例
）

最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
場
合

補
助
金
額

５
万
円

最
大
出
力
４
・
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

場
合

補
助
金
額

万
円（
上
限
）

20



333

継
続
事
業

介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改
修

要
支
援
者
や
要
介
護
者
が
、
在

宅
で
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う

手
す
り
の
取
り
付
け
等
特
定
の
住

宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
に
、
一
定

の
限
度
額
内
に
お
い
て
、
工
事
費

が
介
護
保
険
の
給
付
費
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

要
支
援
者
、
要
介
護
者

【
上
限
額
】

万
円

20（
自
己
負
担
額

最
高
２
万
円
）

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
】

○
手
す
り
の
取
り
付
け

○
段
差
の
解
消

○
滑
り
の
防
止
お
よ
び
移
動
の
円

滑
化
の
た
め
の
床
ま
た
は
通
路

面
の
材
料
の
変
更

○
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
り
替
え

○
洋
式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取
り

替
え

○
そ
の
他
、
右
記
の
住
宅
改
修
に

付
帯
し
て
必
要
と
な
る
工
事

【
注
意
事
項
】

施
設
へ
入
所
中
ま
た
は
病
院
へ

入
院
中
の
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金

町
で
は
、
昭
和

年
５
月

日

56

31

以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ

た
在
来
木
造
住
宅
に
対
し
て
、
以

下
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

○
わ
が
家
の
専
門
家
診
断

町
が
無
料
で
専
門
家
（
静
岡
県

耐
震
診
断
補
強
相
談
士
）
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

診
断
後
に
、
住
宅
の
耐
震
性
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
一
般
的
な

相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。
申
込
み

は
、
電
話
１
本
で
で
き
ま
す
。

○
耐
震
補
強
計
画
の
作
成

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に

問
題
が
あ
る
場
合
、
ど
こ
を
ど
の

よ
う
に
補
強
す
る
か
を
検
討
す
る

補
強
計
画
の
策
定
に
対
し
て
補
助

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

計
画
策
定
に
は
、

万
円
か
ら

15

万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま

20す
が
、
町
で
は
、
要
し
た
費
用
の

２
／
３
以
内
で
、
１
棟
あ
た
り

９
６,

０
０
０
円
を
上
限
に
補
助

を
し
ま
す
。

○
耐
震
補
強
工
事

補
強
計
画
に
基
づ
い
た
工
事
に
、

一
般
世
帯
は

万
円
、
高
齢
者
の

60

み
の
世
帯
等
で
は

万
円
を
限
度

80

に
補
助
を
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

合
併
処
理
浄
化
槽
設
備

整
備
事
業
補
助
金

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河

川
や
海
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
、
住
宅
へ
の
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

陰
一
般
住
宅

※
店
舗
や
別
荘
は
対
象
外

隠
既
設
の
住
宅
用
浄
化
槽
ま
た
は

汲
取
式
便
所
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
切
り
換
え
設
置
す
る
場
合

（
設
置
替
え
）

※
設
置
替
え
の
う
ち
、
新
築
や
改

築
（
建
替
え
）
を
伴
う
場
合
は

新
設
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
陰
、
隠
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
補
助
金
額
】

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

設置替え新 設区 分

414,000円332,000円５人槽

516,000円414,000円７人槽

684,000円548,000円１０人槽

す
べ
て
の
住
宅
の
寝
室
に
は
、

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

消
防
法
に
よ
り
、
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
高
齢
者
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
い
う
ご
厚
意
か
ら
い

た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源

に
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

火
災
警
報
器
設
置
時
に

歳
以

65

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
（
住
民

基
本
台
帳
の
世
帯
員
が
す
べ
て
65

歳
以
上
の
世
帯
）

【
給
付
個
数
】

１
世
帯
に
つ
き
１
個
（
電
池
式

の
も
の
）
※
限
度
額
あ
り

【
申
請
方
法
】

町
内
の
事
業
所
に
て
購
入
ま
た

は
設
置
を
依
頼
し
、
申
請
書
に
領

収
書
等
お
よ
び
通
帳（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
も
可
）
の
写
し
を
添
付

し
、
健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
消
防
署
や
役
場
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
販
売
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
、
農

地
還
元
な
ど
の
再
資
源
化
を
図
る

た
め
、
次
の
機
器
購
入
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
補
助
金

生
ゴ
ミ
処
理
機
に
は
、
菌
の
力

で
生
ゴ
ミ
を
分
解
す
る
「
分
解
消

滅
型
」
と
乾
燥
さ
せ
て
分
量
を
減

ら
す
「
乾
燥
減
量
型
」
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
処
理
物

で
も
畑
や
花
壇
の
土
壌
改
良
材
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

機
器
購
入
費
の
１
／
２

（
限
度
額
２
万
円
）

【
対
象
と
な
る
方
】

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、

町
内
の
事
業
所
に
て
購
入
し
、
町

内
で
機
器
を
使
用
さ
れ
る
方

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
生
ゴ
ミ
処
理

容
器
）
設
置
補
助

地
中
に
住
む
バ
ク
テ
リ
ア
の
働

き
で
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
変
え
る
容

器
で
す
。

【
設
置
者
個
人
負
担
金
】

１
,

５
６
０
円
（
１
基
）

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
補
助
金

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金
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応応応
援
し
ま
す
！

松
崎
町
は
新
規
就
農
者
・
農
業
後
継
者
を

応応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す
！！

松
崎
町
で
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
農
業
生
産

の
低
迷
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を

招
い
て
い
る
現
状
を
改
善
し
て
い

く
た
め
、
農
業
者
確
保
対
策
と
し

て
、
新
規
就
農
者
・
農
業
後
継
者

に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
お
よ
び
農
業
後
継

者
で
松
崎
町
内
に
お
い
て
農
業
に

従
事
し
、
農
業
担
い
手
を
目
指
す

意
欲
あ
る
方
に
対
し
て
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

年
間
農
業
従
事
日
数
が

日
以

２００

上
を
見
込
み
、
申
請
時
に

歳
以

５０

下
で
５
年
以
上
就
農
す
る
こ
と
な

ど
が
要
件
で
す
。

奨
励
金
額
は
次
表
の
と
お
り
、

万
円
か
ら
最
大

万
円
を
助
成

２４

８４

し
ま
す
。

申
請
時
に
、
農
業
経
営
計
画
書

を
提
出
し
、
交
付
決
定
後
５
年
間

は
、
毎
年
３
月
末
日
現
在
の
就
農

状
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
農
作

業
の
効
率
化
お
よ
び
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
目
的
に
農
業
振
興
と
農

業
生
産
性
の
向
上
に
期
待
さ
れ
る

事
業
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

助
成
金
は
、
対
象
事
業
経
費
の

１
／
２
以
内
、
限
度
額

万
円
で
、

30

町
内
の
施
工
業
者
に
依
頼
す
る
経

費
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
賃
貸

借
等
し
て
営
農
再
開
す
る
耕
作
者

に
対
し
、
国
・
県
と
協
調
し
て
財

政
支
援
を
行
い
ま
す
。

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
作
業

経
費
（

万
円
以
上
が
対
象
）
に

１０

対
し
、
ほ
ぼ
耕
作
者
の
負
担
な
し

で
再
生
作
業
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
の
農
地
を
再
生

す
る
場
合
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

農
業
振
興
地
域
で
再
生
後
５
年

間
以
上
耕
作
す
る
こ
と
が
要
件
で

す
。

耕
作
放
棄
地
お
よ
び
将
来
農
業

経
営
に
不
安
が
あ
る
耕
地
を
、
農

地
を
拡
大
し
た
い
・
新
し
く
農
業

を
始
め
た
い
担
い
手
と
結
び
つ
け

る
た
め
、
売
買
・
貸
借
の
希
望
の

あ
る
農
地
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
公
開
し
て
い
ま
す
。

耕
作
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
農

業
委
員
会
が
斡
旋
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
農
業
経
営
が
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

貸
借
等
の
希
望
の
あ
る
農
地
所

有
者
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
乗
用
草
刈
機
に
よ
る

農
地
の
効
率
的
な
保
全
管
理
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
人
力
作
業
と
比
較
し
て

安
い
費
用
、
短
い
作
業
時
間
で
、

草
も
細
か
く
切
断
さ
れ
、
利
用
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。

利
用
し
た
い
方
は
、町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー（
４
３
）
０
４
７
８

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

平
成

年
度
新
規
事
業

23

農
業
後
継
者
対
策
奨
励
金

農
地
活
用
条
件
整
備
対
策

事
業
助
成
金

継
続
事
業

耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業

農
地
貸
借
等
情
報
公
開

耕
作
放
棄
地
の
保
全
管
理

～
安
く
・
早
く
・
き
れ
い
に
～

農業後継者対策奨励金額一覧表

奨励金の額区 分

240,000円単 身 者
後 継 者

420,000円夫婦で従事

480,000円単 身 者
新規参入者

840,000円夫婦で従事

農地活用条件整備対策事業助成金

助成率等助成の対象

経費の１／２以内
（限度額３０万円）

田のコンクリートあぜの
設置または撤去

農業用機械器具の購入
※新規就農者（５０歳以下）に限る

その他有効な事業で
町長が認めたもの
１ 機械器具の購入対象は、耕作面積１０㌃以上に使用するものであること。
２ 過剰なる整備および機械器具の購入はできない。
３ 同一申請者に対して、当該年度の助成金の交付は１回限りとする。

農
業
を
始
め
る
！

（
農
地
活
用
条
件
整
備
対
策
事
業

助
成
金
、
農
業
後
継
者
対
策
奨

励
金
を
活
用
し
、基
盤
を
整
備
）

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
！

（
乗
用
草
刈
機
、
耕
作
放
棄
地
緊

急
対
策
事
業
を
活
用
し
、
農
地

を
整
備
）

農
地
を
探
す
！

（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ

れ
て
い
る
農
地
を
検
索
し
、
農

業
委
員
会
へ
連
絡
・
相
談
）

農
業
を
始
め
た
い
！

農
業
を
継
ぎ
た
い
！
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特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
疾
病

全
体
に
占
め
る
生
活
習
慣
病
（
が

ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
、
糖
尿
病
等
）
の
割
合
が
増
加

し
、
死
亡
原
因
の
６
割
、
増
加
す

る
医
療
費
の
１
／
３
を
占
め
て
い

ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
目
に

見
え
な
い
体
の
異
常
は
、
検
査
の

数
値
か
ら
発
見
で
き
ま
す
。
特
定

健
診
を
毎
年
し
っ
か
り
受
診
し
て

い
れ
ば
数
値
の
変
化
を
把
握
で
き
、

体
の
異
常
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
し
っ

か
り
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早

期
に
原
因
を
発
見
し
、
生
活
改
善
、

早
期
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
、
医

療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

健
診
の
受
診
者
は
、

人
で
受

８８１

診
率
は

・
５
諸
、
そ
の
内
メ
タ

３６

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当

者
は

人
で
出
現
率
は
、

・
３

１２６

１４

諸
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
受
診
率

で
１
・
０
諸
の
減
少
、
メ
タ
ボ
出

現
率
で
３
・
７
諸
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

受
診
率
お
よ
び
メ
タ
ボ
出
現
率

と
も
、

歳
か
ら

歳
代
の
い
わ

４０

６０

ゆ
る
働
き
盛
り
の
年
代
の
方
の
受

診
率
が
低
く
、
メ
タ
ボ
出
現
率
は

高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成

年
度
の
静
岡
県

２１

内
の
市
町
別
の
健
診
結
果
で
は
、

松
崎
町
は
他
の
市
町
に
比
べ
、
男

性
は
習
慣
的
喫
煙
率
、
女
性
は
高

血
圧
症
の
数
値
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

保
健
指
導
で
支
援
し
ま
す
！

健
診
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
や
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
予
防
効

果
が
期
待
で
き
る
人
な
ど
を
対
象

に
、
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

リ
ス
ク
の
度
合
い
に
よ
り
、「
情

報
提
供
」「
動
機
付
け
支
援
」「
積

極
的
支
援
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

平
成

年
度
に
保
健
指
導
を
受

２１

け
た

人
の
う
ち
、
平
成

年
度

５７

２２

の
健
診
結
果
に
お
い
て

諸
の
方

２６

に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
特
定
健
診
は
、

２３

６
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
健

診
時
に

歳
か
ら

歳
ま
で
の
国

４０

７４

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
す
べ
て

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診

券
が
郵
送
さ
れ
、
日
程
表
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。）

今
年
度
の
特
定
健
診
も
、
す
べ

て
の
方
の
負
担
金
を

円
（
ワ
ン

５００

コ
イ
ン
）
と
し
、
心
電
図
等
の
詳

細
な
項
目
の
負
担
金
を
無
料
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
尿
酸
（
痛
風
等
の
検
査
）

と
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
慢
性
腎
臓
病

等
の
検
査
）
の
メ
タ
ボ
だ
け
で
な

い
検
査
項
目
も
追
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
受
付
を
二
部
制
に
し
、

土
・
日
曜
日
も
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
混
雑
解
消
や
受
診
し
や
す

い
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
社
会
保

険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
扶
養

者
の
方
も
、
同
じ
会
場
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
加
入
の
医
療
保
険
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

年
に
一
度
は
特
定
健
診
を

受
診
し
て
、
健
康
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
は
特
定
健
診
と
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
検
診
は
、
３

月
に
実
施
し
た
調
査
で
希
望
の
あ
っ

た
方
に
事
前
に
容
器
等
を
送
付
し
、

受
付
を
し
ま
す
。

新
た
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

都
合
に
よ
り
特
定
健
診
が
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
健

診
結
果
お
よ
び
質
問
票
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
特
定
健
診
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る

歳
か
ら

歳
未
満

３０

７０

の
方
で
、
前
年
度
ま
で
の
国
保
税

を
完
納
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

助
成
の
金
額
は
、
１
日
ド
ッ
ク

で
１
５,

０
０
０
円
、
短
期
ド
ッ

ク
で
２
５,

０
０
０
円
を
限
度
額

と
し
て
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま

す
。（
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

平
成

年
度
に
実
施
し
た

２２

特
定
健
診
結
果

受
診
率
は

・
５
諸

36

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
出
現
率
は

・
３
諸

14

平
成

年
度
も

２３
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
を
実
施

が
ん
検
診
等
と
同
時
実
施

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ
■
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－

俳　

句－

中

村

宣

子

山

本

し

づ

子

平

馬

文

枝

端

山

き

ち

枝

平

野

も

み

子

飯

野

ふ

さ

坂

倉

の

ぶ

肌
を
さ
す
冷
た
さ
あ
り
て
今
年
吹
く
西
風
は

　

違
う
と
し
み
て
思
へ
り

西
風
き
ざ
す
う
ね
り
に
あ
ら
む
大
浜
を

　

押
し
切
り
て
波
頭
の
砕
け
る
が
見
ゆ

去
り
ゆ
く
を
追
ひ
か
け
む
と
て
の
ば
す
手
の

　

届
か
ず
な
り
今
と
な
り
て
は

今
年
も
ま
た
花
を
咲
か
せ
る
白
井
蘭

　

忌
の
近
づ
く
夫
に
供
ふ
る

嫁
ぎ
き
て
山
と
谷
あ
り
道
な
れ
ど

　

顧
み
た
れ
ば
三
人
の
子
が
あ
る

老
い
先
を
仏
の
み
む
ね
に
す
が
り
た
く

　

お
大
師
さ
ま
に
今
年
も
詣
づ

長
々
と
手
足
を
伸
ば
す
芝
生
に

　

寝
て
雲
の
流
れ
を
眺
め
て
居
た
り

脳いきいき講座

　認知症の仕組みを学び、認知症に

ならない、させないために生活習慣

を見直してみませんか？

　いつまでも元気に過ごすためのヒ

ントがきっと見つかります。

　年齢にかかわらず、ご家族でご参

加ください。

 【日　時】　 ６ 月２５日 （土）１３：３０～

 【場　所】　環境センター２階大会議室

 【内　容】　「認知症の正しい理解」

　　　　　「認知症の予防と秘訣」

 【講　師】　志村　孚城

　　　　　（日本早期認知症学会理事長）

　　　　　奥山恵理子

　　　　　（浜松人間科学研究所所長）

 【定　員】　６０人（先着順）

 【申込み】　ライフサポートセンター東部

　　　　　（TEL ０５５－９２９－９８２０）

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

　

町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ　

型
１６

と　

型
）
の
感
染
を
予
防
す
る
た

１８
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
全
額

助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
年
齢
の
女
子

【
接
種
回
数
】

　

３
回
（
初
回
か
ら
１
カ
月
後
に

２
回
目
、
初
回
か
ら
６
カ
月
後
に

３
回
目
を
接
種
）

【
接
種
費
用
】　

　

無
料 （
接
種
費
用
１
回
約
１
５ ,

０
０
０
円
を
町
で
助
成
）

【
接
種
方
法
】

　

町
の
指
定
す
る
日
時
、
場
所
で

の
集
団
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
案
内
通
知
を
し
ま
す

の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

都
合
に
よ
り
、
集
団
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
賀
茂
地
域
の

指
定
医
療
機
関
で
の
接
種
と
な
り

ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
任
意
の
予

防
接
種
の
た
め
、
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
被
接
種
者

で
あ
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

が
よ
く
話
し
合
っ
て
申
請
し
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

効
果
や
副
反
応
の
情
報
提
供
の

場
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
講

演
会
を
６
月　

日
（
水
）　

時　

２９

１９

３０

分
か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

現
在
、ワ
ク
チ
ン
が
品
薄
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
接
種
は
９
月
頃
か

ら
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

町
で
は
、
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
な
ど
命
に
か
か
わ
る
重
い
病

気
を
予
防
す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
未
満
の

お
子
さ
ん

【
接
種
費
用
】

　

無
料

【
接
種
方
法
】

　

町
の
指
定
す
る
日
時
、
場
所
で

の
集
団
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
案
内
通
知
を
し
ま
す

の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
保
護
者
の

希
望
に
よ
る
任
意
の
予
防
接
種
と

な
り
ま
す
。
効
果
や
副
反
応
な
ど

を
理
解
し
、
希
望
す
る
場
合
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
前
に
接
種
し
た
場
合
は
、

助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　

接
種
回
数
は
、
接
種
を
開
始
し

た
月
齢
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
す

で
に
接
種
を
開
始
し
て
い
る
方
は
、

残
り
の
回
数
分
を
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
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津 
波 
避 
難 
訓 
練

　

５
月　

日
（
土
）、
県
下
一

２１

斉
に
「
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す

ぐ
避
難
！
」～
少
し
で
も
早
く
、

少
し
で
も
高
く
～
を
統
一
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
津
波
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
３
月　

日
に

１１

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、

岩
手
県
や
宮
城
県
な
ど
の
沿
岸

部
に
お
い
て
、
大
津
波
に
よ
り

甚
大
な
人
的
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
、
例
年
７
月
に

実
施
し
て
い
る
訓
練
を
５
月

に
前
倒
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
津
波
危
険
予

想
地
域
を
対
象
に
、
避
難
経

路
や
避
難
場
所
等
の
検
証
が

行
わ
れ
、
各
自
主
防
災
組
織

に
お
い
て
避
難
計
画
の
課
題

を
抽
出
し
、
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

松
崎
町
を
含
む
静
岡
県
に

お
い
て
も
、
今
回
の
東
日
本

大
震
災
の
被
害
状
況
を
踏
ま

え
、
東
海
地
震
に
お
け
る
県

内
の
被
害
状
況
の
見
直
し
が

行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

松
崎
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

改
訂
さ
れ
た
静
岡
県
の
被
害
想

定
を
参
考
に
、
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
水
門
や

防
潮
堤
な
ど
の
整
備
を
で
き
る

限
り
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
想
定
を
上

回
る
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
人
間
が
作
っ
た
も
の
は

必
ず
壊
れ
ま
す
。

　

想
定
を
超
え
る
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
頼
り
に
な
る

の
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

や
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
を

中
心
と
し
た
地
域
の
結
び
付

き
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
や
、
６
月　
１９

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
「
花

の
日
」
の
一
斉
清
掃
な
ど
を

通
じ
、
地
域
の
結
び
付
き
を

よ
り
一
層
強
固
な
も
の
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

松
崎
町
長

　
　
　

齋 
藤  
文 
彦

町長室からこんにちは　◯18

～～～まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと ～～ 
5／1～5

「田んぼをつかった花畑」無料花摘み

　那賀の田んぼをつかった花畑では、５月１
日から５日までの連休期間中を無料で花摘み
に開放しました。期間中は、大型連休を利用
して訪れた行楽客でにぎわいました。

5／8

第９回雲見温泉高通山つつじハイキングまつり

　高通山では、多くのハイカーが来訪し、咲き
はじめたヤマツツジを楽しみました。登山口で
は、雲見地域おこしの会の方たちにより、かに
汁やオリーブ茶などが振る舞われました。

5／14・15

石部赤根田村百笑の里田植え祭

　石部の棚田では、２日間で延べ約５００人のオー
ナー、トラスト会員などが集まり、地域の人た
ちと交流しながら、それぞれが割り振られた区
画の田植え作業を行いました。

5／15

松崎町消防団規律訓練

　松崎中学校グラウンドでは、新入団員と新役
員約７０人を対象に、静岡県教育訓練指導員と町
指導員により、消防団員訓練（規律訓練）が行
われました。



　

よ
く
噛
む
こ
と
は
、
単
に
食
べ
物
を
体
に
取

り
入
れ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
全
身
へ
さ
ま

ざ
ま
な
効
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。

肥
満
を
防
ぐ

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
脳
に
あ
る
満
腹
中

枢
が
働
い
て
、
私
た
ち
は
満
腹
を
感
じ
ま
す
。

　

よ
く
噛
ま
ず
に
早
く
食
べ
る
と
、
満
腹
中
枢

が
働
く
前
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
、太
り
ま
す
。

味
覚
の
発
達

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
物
本
来
の
味

が
わ
か
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
薄
味
に
し
、
よ

く
噛
ん
で
食
材
そ
の
も
の
の
持
ち
味
を
味
わ
い

ま
し
ょ
う
。

言
葉
の
発
音
が
は
っ
き
り

　

噛
む
こ
と
に
よ
り
、
口
の
周
り
の
筋
肉
が
鍛

え
ら
れ
ま
す
。
口
を
し
っ
か
り
開
け
て
話
せ
る

の
で
、
き
れ
い
な
発
音
が
で
き
ま
す
。

脳
の
発
達

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
脳
細
胞
の
働
き
が

活
性
化
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
知
育
を
助
け
、

高
齢
者
の
認
知
症
予
防
に
な
り
ま
す
。

歯
の
病
気
・
が
ん
を
防
ぐ

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
唾
液
が
出
て
口
の

中
を
き
れ
い
に
し
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
防
ぎ
ま

す
。
唾
液
に
含
ま
れ
る
酵
素
に
は
、
発
が
ん
物

質
の
作
用
を
消
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。

胃
腸
の
働
き
を
促
進
す
る

　

よ
く
噛
む
と
食
べ
物
も
細
か
く
な
り
、
消
化

酵
素
も
た
く
さ
ん
出
る
た
め
、
胃
腸
障
害
を
防

ぎ
ま
す
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
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一
〇－

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯 〈
〇
五
五
八

〉 
四
二－

三
九
六
四 

胃 〈
〇
五
五
八

〉 
四
二－

三
一
八
三

発
行　

静
岡
県
松
崎
町　

編
集　

企
画
観
光
課

印
刷　

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀　松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 　 ７，９２１人（－１３人）

　男　  　３，７５２人（－１１人）

　女　  　４，１６９人（－２人）

世帯数  　３，１４３戸  （±０戸）

転　入　３８人　転　出　４２人

出　生　３人　死　亡　１２人

（平成２３年４月３０日現在）
　　　　　（　）内は前月比

　

新
緑
の
上
高
地
で
は
、
明
神
か

ら
徳
沢
ま
で
の
遊
歩
道
沿
い
に
ニ

リ
ン
草
が
咲
き
ま
す
。

　

松
崎
町
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

た
安
曇
地
区
訪
問
団
の
皆
様
に
も
、

平
成　

年
か
ら
３
年
続
け
て
、
こ

２０

の
花
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

上
高
地
の
よ
う
に
広
い
範
囲
に

は
群
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
乗
鞍

観
光
セ
ン
タ
ー
か
ら　

分
ほ
ど
歩

２０

い
た
歩
道
の
両
脇
に
も
ニ
リ
ン
草

が
咲
き
ま
す
。

　

今
年
は
暖
か
い
日
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
開
花
が
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
例

年
と
同
じ
時
期
に
咲
い
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
５
月　

日
に
は
乗
鞍
観

２０

光
セ
ン
タ
ー
の
横
を
流
れ
る
ワ
サ

ビ
沢
右
岸
に
、
甘
い
香
り
を
振
り

ま
く
山
ス
モ
モ
、
左
岸
に
は
山
桜

の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
ま
で
松
崎
町
か
ら
お

１７

越
し
い
た
だ
い
た
訪
問
団
の
皆
様

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 　５件 　（＋４）

物損事故 　１０件 　（－３）

死　　者 　１人 　（＋１）

傷　　者 　７人 　（＋６）

噛
む
こ
と
の
効
用

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
六
月
一
日
発
行

通
刊　

第 

五 

六 

五 

号

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
た
ス
モ
モ

祭
り
の
会
場
（
一
の
瀬
園
地
）
で

も
、山
ス
モ
モ
の
花
が
咲
き
始
め
、

こ
れ
か
ら
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１０

３１

冬
季
閉
鎖
が
解
除
さ
れ
る
三
本
滝

と
岐
阜
県
境
の
間
は
、
マ
イ
カ
ー

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
高
山
植

物
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
残

雪
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
松
崎

町
の
皆
様
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
安
曇
支
所　

奥
原
一
郎
）

おくやみ申し上げます（死亡）

地

域

交

流

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年４月発生分

　　（　）内は前年同月比

届出人年齢氏　名地　区

金 子７ ６森 岡 林 也江奈１

清８ ６佐 藤 依 永櫻 田

百 代６ ２窓 橋　 誠西 区

和 惠８ ２齋 藤 民 哉岩 地

幸 雄９ ５菊 池 孝 一野 田

佐藤洋子７ ９木 村 春 吉江奈２

修９ ０田 口　 要八木山

か づ よ６ ７森　 泰 三江奈２

松本登久枝８ ０舘山十三雄南 郷

地

域

交

流

通

信

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

乗乗乗
鞍
に
鞍
に
もも

「
ニ
リ
ン
草
」が
咲
き

「
ニ
リ
ン
草
」 が
咲
き
まま
すす

乗鞍観光センター横を流れるワサビ乗鞍観光センター横を流れるワサビ沢沢

（右岸が山スモモ、左岸が山桜（右岸が山スモモ、左岸が山桜））

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（４４月届出分月届出分））

保護者性別名　前地　区

鈴 木 大 將女 咲 　 羽 
さ わ

南　郷

野々上　智男 颯 　 真 
そう ま

江奈２

おめでとうございます（出生）


